
としょかんワークショップ 一般編 第3回（9.27）ワークその②まとめ　

1班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

①「本・資料・情報」

利用者の方も自由にSNSを使って情報を発信する。

後世に受け継げるよう、地域ならではの資料の充実

オンライン関連の充実

②「運営・サービス」

あらゆる人にとってアクセスしやすい開館時間

人との交流を生むイベントの企画

一日中居られるレジャー施設のような図書館

③「建物・環境・施設・家具」

老若男女家にいるような感覚で利用できる

あらゆる年齢層にとって利用しやすい場所

地元企業と若者をつなげ地域活性化に発展させる図書館
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2班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

①「本・資料・情報」

・賢治の精神をもとにした

誰もが学びやすい資料が

たくさんある図書館

・どの世代にも刺さる！

いろんなジャンルの本がある

・特に学生が調べ学習や

資格・進路選択に使える

ような資料がたくさんある

・オーディオブックなど

本以外の資料がたくさんある

②「運営・サービス」

・開館日時×開館時間

日本一開いている図書館

・学校図書館との連携と

学校司書の導入

・どんな人でも参加できる

各種イベントを開催

・賢治の朗読会や花巻に

ゆかりのある人を出すなど

オープニングセレモニーを

派手に

・誰でも使いやすい検索機、

タブレット貸出

・1回に借りられる冊数を増やす！

③「建物・環境・施設・家具」

・明るく居心地のいい、

いい空気が流れている

・家じゃないけどいたくなる

・座席数やフリースペース

（音楽スタジオ、ホールなども）が多い

・長時間利用が可能で強いWi-Fi完備、

飲食スペースやテラス席がある

・お喋りができるスペースと勉強できる

スペースを分ける

・民間企業とコラボして最先端技術や

地域に触れ合い、若者が地元で働く

将来を考えられる

・全国の手本となる身障者や外国人にも

わかりやすく使いやすい

ユニバーサルデザイン

・周囲の環境に合わせた賢治世界を

感じられる建築

・周辺の文化施設や公共交通機関との

つながり

2



としょかんワークショップ 一般編 第3回（9.27）ワークその②まとめ　

3班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

①「本・資料・情報」

・古、新あらゆる情報 正しい情報に早く充分にアクセスできる

・宮沢賢治観を表現した日本一の情報発信、収集

②「運営・サービス」

・人材、顔となる人が優秀であること（スーパー人材、民間から）

・食と健康につなげられるサービス（おにぎりカフェ）

③「建物・環境・施設・家具」

・場所は柔軟に選定（新興跡地）

アクセスの質も大事（車、歩、自転車、公共交通） 楽しい、安全

・防音の個室（グループ活動、単独活動どちらも） お話も、静かさも対応

・外との関連性のある人と本が光る美しい開放的で洗練された配置、配架、通路、照明

・5つの夢の視点につながること「成長する有機体」
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4班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

①「本・資料・情報」

困ったときは図書館へ行こう！

知りたい、調べたい花巻のこと イベントサークル情報が集まる！

いろいろな情報がある！・耳から入る資料、外国語資料⇒皆が知りたくなる情報発信

②「運営・サービス」

基本構想に沿った運営を！

正規の司書・専門技術を持った職員

ボランティア（学生ボランティアのティーンズコーナー）

開館時間みんなに使いやすい

出張図書館（駅前や公共の場に図書スペース）

③「建物・環境・施設・家具」

自然豊かでみんながくつろげる

年代・用途に応じた空間分け

障がい者が利用しやすい施設

・駐車場（屋内にある、バリアフリー）

・書架スペース（車いすが通りやすい）

情報にアクセスできる設備

図書館+αのスペース （イベント会場、会議室など…）
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5班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

①「本・資料・情報」

・デジタル化の推進（検索機能、資料、AI司書）

・花巻を知るスタートの場（観光・情報など）

②「運営・サービス」

・すべての人（多様な生活スタイル）に対応する運営（広い時間帯など）

・チャレンジできる場（チャレンジショップ含め）発表の場であったり…

③「建物・環境・施設・家具」

・来やすい立地（車も自転車も徒歩もバスでも）

・それぞれの過ごし方に合わせたゾーニング（スペース）

わいわいもシーンも共存
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6班　「みんなが使いやすい図書館」

①「本・資料・情報」

「デジタル化」

・専門的な資料・データ・貴重

な資料が保存でき、アクセスが

しやすい

・誰でも読みやすい

「蔵書数」

・十分な量と洗練された質

「多岐にわたる情報」

②「運営・サービス」

「誰でも利用できる

→行けば何かできる」

・行きやすい

（混雑状況、レンタサイクル、

交通機関）

・使いやすい

（毎日行きたい工夫、子ども一

時預かり など）

・行ってみたい

（就活支援、スマホ・PC教室、

みんなの居場所）

③「建物・環境・施設・家具」

「目的を制限せずマルチに活動

できる」

・利用しやすい

（文具購入、ユニバデザイン、

カフェ、ICT など）

・滞在しやすい

（個室やグループで利用できる

スペース、うたた寝可能、居場

所 など）

・多目的

（美術ギャラリー、音楽スタジ

オ、野外ステージ、）
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7班　新花巻図書館の「夢と理想」のために必要な重点

情報集約・発信

出会いの場

・本に出会う

・人に出会う

・未来に出会う

①「本・資料・情報」

知的欲求の追及

・司書（正規）

・専門家

・充分な蔵書

・郷土資料

・賢治・偉人

②「運営・サービス」

図書館ライフワーク

・子ども→中高生→大人

・開館時間

6：00～23：00

・賢治塾

歴史を大事にする

③「建物・環境・施設・家具」

ユニバーサルデザイン

・誰でも受け入れ誰にでも優しい

・ゆとりの空間

・バリアフリー

・エレベーター

・フリースペース

・小規模ホール（無料）

・間仕切りできるスペース

（学習室）

・ひきこもり・不登校・外国人・

障がい者など居場所
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